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研究成果概要 
	 昨年度の結果、つまり、WIMP を仮定した探索ではその質量 8 GeV では上限値
4.3×10-41cm2 (90CL)及び、モデルに依存しない探索において、与えた最も厳しい振幅の
上限値は査読論文として受理された。 
	 本年度は引き続き、統計を上げるためデータを 360日程度から 800日まで増やし解析
を行っている。解析方法には各 PMTで得られた光電子の aplanarity や sphericityの情
報を加えた Likelihood による解析の改善を行った。	 低エネルギーに於いて数十%のバ
ックグランド削減の改善が見られた。  
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